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	応用
	抗原情報
	背景
	インボルクリン(IVL) ホモサピエンス ケラチノサイト架橋エンベロープの構成要素であるインボルクリンは細胞質に存在し、トランスグルタミナーゼによって膜タンパク質に架橋される。この遺伝子は、カルパクチンI軽鎖、トリコヒアリン、プロフィラグリン、ロリクリン、カルサイクリンとともに、1q21にマッピングされている。[RefSeq提供、2008年7月],機能:重層扁平上皮の不溶性角化細胞エンベロープ(CE)の一部。,PTM:トランスグルタミナーゼの基質。一部のグルタミンとリジンは、他のインボルクリン分子、ケラチン、デスモプラキン、ペリプラキン、エンボプラキンなどの他のタンパク質、およびオメガ-ヒドロキシセラミドなどの脂質に架橋されています。,類似性:インボルクリンファミリーに属します。,細胞内位置:角質エンベロープの足場を構成する要素です。,サブユニット:コルニフェリン (CNFN) に直接または間接的に架橋されています。,組織特異性:表皮およびその他の重層扁平上皮のケラチノサイト。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	インボルクリン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	インボルクリン抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	インボルクリンポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

